
東邦大学 公開セミナー 

～日本における野生生物への対応～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場 東邦大学習志野キャンパス  

会場 マルチメディアスタジオ 

対象  高校生以上 

定員  １００名 

お問い合わせ 
東邦大学 理学部（習志野キャンパス） 

〒274-8510 千葉県船橋市三山 2-2-1  

Mail．mhase@bio.sci.toho-u.ac.jp 
（担当 長谷川雅美教授） 

高校生にもわかりやすい

内容です。 

皆さんのご参加をお待ち

しております！ 

２０１３年 ３月２３日（土） 

１３：００～１５：００ 
（開場１２：３０） 

 

入場無料！ 
事前申込は不要！ 

Photo by 浅田正彦、加賀山翔一 



 

講演者 

尾崎 真澄さん（千葉県生物多様性センター） 

「外来種が在来種と人間の生活に与える影響」 

青木 豊さん（一般財団法人自然環境研究センター） 

「野生鳥獣による被害状況とその対策」 

浅田 正彦さん（千葉県生物多様性センター） 

「行政が行っている野生動物保護管理の現状と今後の展開」 

 

会場アクセス 

東邦大学習志野キャンパス 
マルチメディアスタジオ（図書館内） 

・京成本線 京成大久保駅から徒歩１０分 
大久保商店街を直進、突き当りの日本大学 

生産工学部を左折 

・ＪＲ総武線 津田沼駅からバスで１０分 
北口４番・５番バス乗り場から 

「三山車庫」「二宮神社」「八千代台駅」 

「日大実籾」行きのいずれかに乗車、 

「東邦大学前」下車。（バス料金 180 円） 
 

近年、外来生物やその他の野生生物による、農作物や生態系への被害について

騒がれていますが、実際の被害状況・対策について、皆さんはどのくらい知って

いますか？ 実のところ、これらのことは世間にはあまり広く伝わっていません。 

このセミナーでは、研究・民間・行政の３つの立場から見た、現在の日本にお

ける野生生物の被害状況とその対策の実際について知ってもらい、「野生生物に

よる各方面への被害をふまえ、野生生物とどう付き合っていくか」ということに

ついて、若い世代の方々を中心にもっと関心を持ってもらいたいと思います。 

東邦大学 HP（http://www.toho-u.ac.jp/） 


